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普及項目 養殖

漁業種類等 こんぶ養殖漁業

対象漁種 コンブ

対象海域 日本海南部海域

コンブ成熟誘導試験指導

北海道渡島総合振興局

渡島地区水産技術普及指導所松前支所（明石一宏）

【背景・目的・目標（指標）】

担当区におけるこんぶ養殖漁業は漁船漁業が衰退するなか重要な位置を占めている。

しかし、近年、その種苗生産の段階で、母藻の成熟の遅れにともない採苗実施日が遅れ、

養殖期間の短期化、厳冬期の種付け作業になる等様々な弊害が生じている（図１）。

このため、道南各地で実施されている成熟誘導技術を当地区に導入し、早期採苗するこ

とで従来と遜色ない種苗生産が可能であるかを見極める（表１）。

【普及の内容・特徴】（写真１～15）

種苗糸の沖出し時期を例年より１ヶ月ほど早い10月下旬として、それより母藻及び種苗

糸の管理期間を逆算して、８月26日に未成熟の母藻７本を採取し福島町水産種苗センター

において試験を開始した（表２）。採取した母藻は生長点を切断し、洗浄後、滅菌海水を

入れたリスボックスに１本ずつ収容した。滅菌海水の水温は14℃、照度は5,000Lux、照射

時間は８時間に設定し、培養液は使用しなかった。その後１週間おきに滅菌海水の換水と

コンブの表面洗浄、子嚢班の有無を観察したところ、母藻を収容してから29日目の９月24

日に子嚢斑の形成が確認され、滅菌海水には遊走子も確認された。このため、10月３日に

母藻５本を使用し通常手法の採苗を実施したところ、開始から30分で１ℓ当たり約１億５

千万個の遊走子が確保できた。

その後、種苗糸を収容したリスボックス３基にそれぞれ２ℓの遊走子液を注入し通常の

管理を行った結果、11月上旬には沖出し可能な従来と遜色ない種苗ができあがった。

【成果・活用】

このように当地区の環境下でも成熟誘導は可能であり、母藻管理には培養液を使用しな

かったことからコストや作業労力の軽減も図られた。

この結果をこんぶ養殖業者に報告したところ３経営体から沖出し（海面養殖）試験の協

力が得られ、従来の11月下旬に沖出ししたものと比較できるように現在養成中である。

【達成度自己評価】

３ おおむね達成できたが、取組に改善を要する等の課題も見られた。

【その他】

今後、更なる高水温化によりコンブの成熟時期は遅れ、逆に付着物対策等で収穫時期は

早まる傾向にある。このことにより先に挙げた問題は今よりも深刻となり、いずれ当地区

でもこうした技術を導入せざるを得ない状況が生じてくることが予想される。しかしなが

ら、この技術について否定的（枯れが早い、実入りが悪い等）な意見も一部漁業者から聞

かれ、他地区での成果も交えこの技術の意義を周知、浸透させる必要がある。
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図１ 福島町における年別のコンブ採苗日と10月の平均水温の推移

表１ 通常採苗と成熟誘導採苗のスケジュールの比較

表２ 母藻測定結果

№ 葉長（㎝） 葉幅（㎝） 重量（ｇ）

１ 275 33 1,240

２ 320 24 1,080

３ 280 19 825

４ 345 24 1,122

５ 415 27 1,188

６ 573 37 2,000

７ 466 25 1,303



- 3 -

写真１ 母藻の状況

写真２ 測定 写真３ 洗浄 写真４ 収容

リスボックスには生長点を切断した母藻を１本づつ収容

管理は水温14℃、照度5,000Luxで８時間（９～17時）照射し、換水は１週間で実施

培養液は使用しなかった。

写真５ 形成された子嚢斑 写真６ 遊走子嚢の状況

（９月24日 29日経過） （９月30日 35日経過）

母藻６本（１本は途中枯死）中５本に子嚢斑が形成された。
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写真７ 陰干し 写真８ 新聞紙にくるむ 写真９ あんじょう

あんじょうは冷却水（14℃）の上に母藻を入れた発泡を一晩静置した。

写真10 採苗 写真11 遊走子液 写真12 種苗糸

採苗は母藻５本を使用、開始から30分で１ℓ当たり約１億５千万の遊走子を確保、その

うちリスボックス３基に各２ℓの遊走子液を注入した。

写真13 10月14日（11日経過） 写真14 11月５日（33日経過） 写真15 11月10日（38日経過）

11日目（10月14日）に通常採苗より早く胞子体が出現

33日目（11月５日）には出荷可能にまで生長

11月10日（38日目）に糸切り（出荷）作業を実施

※種苗糸管理

水温９～10℃、照度2,500～6,000Lux12時間、換水週１回培養液（NT）添加


